
 

 

 

 

 

 

 

 

「Connecting The Dots シリーズ 雷
かみなり

と 稲 妻
いなずま

」 

校 長
こうちょう

 和田
わ だ

 孝
たかし

 

 雷
かみなり

と 稲 妻
いなずま

という言葉
ことば

があります。 二
ふた

つの言葉
ことば

の語源
ごげん

は 神 様
かみさま

が鳴
な
らす「神鳴

かみな
り」で

す。これが「 雷
かみなり

」と書
か
き 表

あらわ
され、後

のち
に「 稲 妻

いなずま
」にもなりました。初

はじ
めに、なぜ「 雷

かみなり
」

なのでしょうか。３０００ 年 前
ねんまえ

の 中
ちゅう

国
ごく

では、 光
ひかり

を 線
せん

で 表
あらわ

して左右
さゆう

に 音
おと

をイメージ

した 甲 骨
こうこつ

文字
も じ

が書
か
かれました。 雷

かみなり
は雨天

うてん
時
じ
に 発 生

はっせい
するので、 雨

あめ
冠

かんむり
が付

つ
きました。

その後
ご
、巨 大
きょだい

な 音
おと

が「○」と「×」で 表 現
ひょうげん

され（ 雷 神
らいじん

が背負
せ お

う太鼓
たいこ

に名残
なごり

があります）、

「 雷
かみなり

」という漢字
かんじ

になりました。 雷
かみなり

は 稲 作
いなさく

が 盛
さか

んな６ 月
がつ

～９ 月
がつ

に 多
おお

く 発 生
はっせい

しま

す。 農 業
のうぎょう

では 養 分
ようぶん

として窒素
ちっそ

が 必 用
ひつよう

です。 現 代
げんだい

では 肥 料
ひりょう

がありますが、 昔
むかし

は 土
つち

の 中
なか

の窒素
ちっそ

が不足
ふそく

していました。 雷
かみなり

が 放 電
ほうでん

すると、空 気 中
くうきちゅう

の窒素
ちっそ

と酸素
さんそ

が 結
むす

びつい

て 雨
あめ

とともに地面
じめん

へ降
ふ
り 注

そそ
いで 稲

いね
の 養 分

ようぶん
となります。 雷

かみなり
が 多

おお
いときは、 降 水 量

こうすいりょう

や 日 照
にっしょう

、気温
きおん

等
など

、稲
いね

の 生 育
せいいく

に良
よ
い 条 件

じょうけん
が 揃

そろ
い 豊 作

ほうさく
になります。ここから、 雷

かみなり

が 稲
いね

に当
あ
たると 稲

いね
は穂

ほ
を 宿

やど
すと 考

かんが
えられ、子

こ
を 宿

やど
す 妻

つま
に 例

たと
えて「 稲 妻

いなずま
」と言

い
われるよ

うになりました。豊 作
ほうさく

を 望
のぞ

む 昔
むかし

の 人
ひと

は、 雷
かみなり

と 豊 作
ほうさく

を 結
むす

び付
つ
けて 願

ねが
いを見

み
える化

か
す

るために、しめ 縄
なわ

と紙
し
垂
で
(しで)を 作

つく
りました。しめ 縄

なわ
は 雲

くも
を 表

あらわ
し、紙

し
垂
で
は 稲 妻

いなずま
を 表

あらわ

します。 

 今 回
こんかい

は国語
こくご

と理科
り か

に 関
かか

わる 話
はなし

をしました。 各 教 科
かくきょうか

の 学
まな

びは日々
ひ び

の 生 活
せいかつ

の理解
りかい

に

繋
つな

がります。たくさん 学
まな

びましょう。 
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２年生
ねんせい

 職場
しょくば

体験
たいけん

の様子
よ う す

 

 ２ 年 生
ねんせい

が 職 場
しょくば

体 験
たいけん

を 行
おこな

いました。生徒
せいと

たちは地域
ちいき

の 様 々
さまざま

な 事 業 所
じぎょうしょ

の 皆 様
みなさま

にご

協 力
きょうりょく

いただき、普段
ふだん

の 学 校
がっこう

生 活
せいかつ

では 味
あじ

わえない 貴 重
きちょう

な 体 験
たいけん

をすることができまし

た。 

 実 際
じっさい

に仕事
しごと

に取
と
り組

く
む 中

なか
で、働

はたら
くことの 大 変

たいへん
さややりがいを 感

かん
じるとともに、挨 拶

あいさつ

や礼儀
れいぎ

、 責 任
せきにん

をもって 行 動
こうどう

することの 大 切
たいせつ

さを 学
まな

びました。 

 ご多用
たよう

の 中
なか

、生徒
せいと

たちを 温
あたた

かく受
う
け入

い
れ、ご指導

しどう
くださった 事 業 所

じぎょうしょ
の 皆

みな
さまに 感 謝

かんしゃ

いたします。 

  

学校
がっこう

からのお知
し

らせ 

夏季
か き

（７ 月
がつ

～９ 月
がつ

）の 熱 中 症
ねっちゅうしょう

対 策
たいさく

として実施
じっし

していた、部活動
ぶかつどう

等
とう

の 再 登 校
さいとうこう

や

休
きゅう

日 中
じつちゅう

の部活動
ぶかつどう

、 面 談
めんだん

時
じ
の自転車

じてんしゃ
登 校
とうこう

を 許
きょ

可
か
する措置

そ ち
は、９ 月

がつ
末
まつ

をもって

終 了
しゅうりょう

しました。 

なお、 休 日
きゅうじつ

や放課後
ほうかご

等
とう

、学 校
がっこう

の 生 活
せいかつ

以外
いがい

で自転車
じてんしゃ

を利用
りよう

する 際
さい

も、安 全
あんぜん

のため

必
かなら

ずヘルメットを 着 用
ちゃくよう

するようお 願
ねが

いいたします。 

ご家庭
かてい

でも、自転車
じてんしゃ

の 安 全
あんぜん

な利用
りよう

について 改
あらた

めてお子
こ

様
さま

とご 確 認
かくにん

いただき、交 通
こうつう

事故
じ こ

防止
ぼうし

へのご 協 力
きょうりょく

をお 願
ねが

いいたします。 

 



各部活
かくぶかつ

の活躍
かつやく

 

〈 卓 球 部
たっきゅうぶ

〉 

東 京 都
とうきょうと

中 学 校
ちゅうがっこう

第
だい

１１ブロック 新 人
しんじん

卓 球
たっきゅう

大 会
たいかい

  

女子
じょし

シングルス 第
だい

５位
い
 

令和
れ い わ

８年度
ね ん ど

 合唱
がっしょう

コンクールが 行
おこな

われました 

１０ 月
がつ

２３ 日
にち

（ 金
きん

）に 合 唱
がっしょう

コンクールが 開 催
かいさい

されました。生徒
せいと

たちは 本 番
ほんばん

に向
む
け

て、 音 楽
おんがく

の 授 業
じゅぎょう

や 休
やす

み時間
じかん

などを 活 用
かつよう

し、 学 級
がっきゅう

が 一 丸
いちがん

となって 練 習
れんしゅう

に 励
はげ

ん

できました。 

本 番
ほんばん

では、これまでの 練 習
れんしゅう

の成果
せいか

を 存 分
ぞんぶん

に発揮
はっき

し、 各
かく

学 級
がっきゅう

の 思
おも

いが込
こ
められ

た素晴
す ば

らしい 歌 声
うたごえ

を 響
ひび

かせてくれました。 

ご 来 場
らいじょう

いただきました保護者
ほごしゃ

の 皆 様
みなさま

、 温
あたた

かい 拍 手
はくしゅ

をありがとうございました。 

また、 受 付
うけつけ

や 駐 輪 場
ちゅうりんじょう

の整備
せいび

誘 導
ゆうどう

について、保護者
ほごしゃ

ボランティアの 皆 様
みなさま

に多大
ただい

な

ご 協 力
きょうりょく

をいただきました。 心
こころ

より 感 謝 申
かんしゃもう

し上
あ
げます。 

 

  
 

  



 

 

主

おも

な予定

よてい

 

３日
か
（火

か
）文化

ぶんか
の日

ひ
（ 祝 日

しゅくじつ
） 

５日
か
（ 木

もく
） 単 元

たんげん
テスト 

６日
か
（ 金

きん
） 単 元

たんげん
テスト 

１０日
か
（火

か
）期末

きまつ
考査
こうさ

 

１２ 日
にち

（ 木
もく

）３ 年
ねん

まとめテスト 

１６ 日
にち

（ 月
げつ

） 全 校
ぜんこう

集 会
しゅうかい

 

２４ 日
にち

（火
か
）生徒会

せいとかい
朝 礼

ちょうれい
 

３０ 日
にち

（ 月
げつ

） 三 者
さんしゃ

面 談
めんだん

（ 始
はじめ

） 

 

昼
ひる

休
やす

みの取
と

り組
く

み 

この 度
たび

、生徒会
せいとかい

が 主 体
しゅたい

となって 読 書
どくしょ

活 動
かつどう

と 校 庭
こうてい

の使用
しよう

について課題
かだい

を整理
せいり

しまし

た。１０ 月
がつ

８日（ 木
もく

）より、 昼
ひる

休
やす

みの 活 動
かつどう

日
び
を曜日

ようび
で振

ふ
り分

わ
けます。 

月 火 水 木 金 

校庭使用 校庭使用 読書活動 校庭使用 校庭使用 

 校 庭
こうてい

使用
しよう

日
び
はボールの貸

か
し出

だ
しをします。 

 読 書
どくしょ

活 動
かつどう

日
ひ
は 教 室

きょうしつ
か図書室

としょしつ
で 読 書

どくしょ
をしますので、本

ほん
の持参

じさん
等
とう

を 忘
わす

れないように

して 下
くだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

インフルエンザが 流 行
りゅうこう

し始
はじ

めています。引
ひ

き続
つづ

き、

感 染
かんせん

の拡
かく

大防止
だいぼうし

へのご理解
りかい

とご 協 力
きょうりょく

をお願
ねが

いいた

します。 

インフルエンザに罹患
りかん

した場合
ばあい

は、 登 校
とうこう

再 開
さいかい

時
じ

に

「 登 校 届
とうこうとどけ

」が必 要
ひつよう

です。 登 校 届
とうこうとどけ

は学 校
がっこう

ホームペー

ジからダウンロード・印 刷
いんさつ

し、必 要
ひつよう

事項
じこう

をご記 入
きにゅう

の上
うえ

、

登 校
とうこう

時
じ

にご提
てい

出
しゅつ

ください。 


